
提
　
言

　

経
団
連
は
、Society 5.0

に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
つ
つ
想
像
力
と
創
造
力
を
発
揮
し

て
社
会
課
題
を
解
決
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

「
人
づ
く
り
」
が
重
要
と
と
ら
え
て
い
る
。

　

政
府
に
お
い
て
も
、２
０
１
９
年
４
月
、柴
山
昌
彦

文
部
科
学
大
臣（
当
時
）よ
り
、Society 5.0

で
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、義
務
教
育・高
校
教

育
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
、現
在
、中

央
教
育
審
議
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
、経
団
連
で
は
、Society 5.0

に
向
け
て
求

め
ら
れ
る
初
等
中
等
教
育
に
関
す
る
意
見
を
取
り
ま

と
め
、
政
府
方
針
や
中
央
教
育
審
議
会
で
の
審
議
に

反
映
さ
せ
る
べ
く
、
昨
年
秋
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き

た
。こ
う
し
た
な
か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
全
国
の
小
中
学
校
が
長
期
休
校
と
な
っ

た
こ
と
で
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
教
育
分
野
で
諸

外
国
と
比
べ
て
周
回
遅
れ
で
あ
る
現
状
が
露
呈
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、w

ith

コ
ロ
ナ
時
代
に
初
等
中
等

教
育
に
お
い
て
短
期
的
に
求
め
ら
れ
る
改
革
の
取
り

組
み
を
中
心
に
「
第
一
次
提
言
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
７
月
に
公
表
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
内
容
を

※本提言については、https://www.keidanren.or.jp/policy/2020/063_honbun.pdf参照

紹
介
す
る
。

Society 5.0

に
お
け
る
教
育
の
方
向
性

　

ま
ず
、
現
状
の
教
育
を
み
る
と
、
教
育
現
場
は
学

校
に
限
定
さ
れ
、
教
師
が
一
律
の
ペ
ー
ス
で
一
斉
に

指
導
す
る
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
児
童
生
徒
は
受

け
身
の
姿
勢
で
授
業
に
臨
む
傾
向
に
あ
る
。

Society 5.0

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
やEdT

ech

の
活
用
に

よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
理
解
度
に
応
じ
た
個
別
最

適
な
学
習
や
、
全
国
の
学
校
と
家
庭
・
学
習
塾
な
ど

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
機
能
的
に
連
携
し
た
質
の
高
い
教

育
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、EdT

ech

を
活

用
し
た
学
習
の
効
率
化
に
よ
っ
て
探
究
型
学
習
に
、

よ
り
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

w
ith

コ
ロ
ナ
時
代
の
初
等
中
等
教
育
に 

求
め
ら
れ
る
取
り
組
み

　

Society 5.0

に
お
け
る
教
育
の
実
現
に
向
け
て
改

革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で

初
等
中
等
教
育
に
短
期
的
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

◇�

全
国
で
リ
モ
ー
ト
教
育
が
実
施
可
能
な
環
境
の
緊
急
整
備

　

政
府
は
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
向
け
て
、

令
和
元
年
度
補
正
予
算
で
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
端

末
環
境
の
整
備
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の
矢
先
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
全
国
の
学

校
は
長
期
の
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
２
０
２
０
年
４
月
に
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
の
前
倒
し
実
施
等
の
緊
急
措
置
を
講
じ
た
が
、

臨
時
休
校
中
に
双
方
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
を
実
施

し
た
公
立
学
校
は
全
体
の
５
％（
４
月
16
日
時
点
調

査
）に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、「
Ｇ
Ｉ

副会長／教育・大学改革
推進委員長／第一生命
ホールディングス会長

渡
わたなべ

邉 光
こういちろう

一郎

教育・大学改革推進
委員長／アサヒグループ
ホールディングス社長

小
こうじ

路 明
あきよし

善

w
ith

コ
ロ
ナ
時
代
の
初
等
中
等
教
育

に
求
め
ら
れ
る
取
組
み
を
提
言

─ Society 5.0
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る
初
等
中
等
教
育
改
革 

第
一
次
提
言
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Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
が
動
き
出
し
た
ば
か
り
で
教

育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
自
治
体
・
学
校
間

格
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
一
部
の
児
童
生
徒
の
家

庭
で
は
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
に
不
慣
れ
な
教
員
が
多
い
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
準
備
で
き
な
い
家
庭
へ
の
端
末
・
Ｌ

Ｔ
Ｅ
通
信
機
器
の
優
先
配
備
な
ど
、
リ
モ
ー
ト
教
育

が
実
施
可
能
な
環
境
の
整
備
を
急
い
で
い
る
が
、
さ

ら
に
、
自
宅
に
端
末
を
持
ち
帰
っ
て
家
庭
学
習
に
使

用
す
る
た
め
の
取
り
扱
い
方
針
の
提
示
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
。

◇
改
訂
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
教
育
の
実
現

　

改
訂
学
習
指
導
要
領
は
「
学
び
に
向
か
う
力
」
や

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
な
ど
の
新
し
い
時

代
に
必
要
な
「
資
質
・
能
力
」
の
育
成
を
重
視
し
て

お
り
、Society 5.0

で
求
め
ら
れ
る
教
育
と
方
向
性

を
同
じ
く
す
る
。
し
か
し
、
実
際
の
教
育
現
場
で
は
、

所
定
の
教
育
課
程
を
一
定
期
間
履
修
す
れ
ば
、
目
標

の
成
果
は
問
わ
な
い
と
す
る
「
履
修
主
義
」
の
考
え

方
が
採
ら
れ
て
い
る
た
め
、
基
盤
と
な
る
学
力
が
身

に
付
か
な
い
ま
ま
、
小
中
学
校
を
卒
業
す
る
子
ど
も

た
ち
が
一
定
割
合
存
在
す
る
。
今
後
は
、
目
標
に
関

し
て
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
を
求
め
る
「
修

得
主
義
」
を
よ
り
重
視
し
た
教
育
の
推
進
が
重
要
と

な
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
よ
っ
て
学
習
者

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
個
別
最
適
学
習
が
進
展
し
て

も
、
多
様
な
考
え
を
持
つ
他
者
と
の
協
働
に
よ
る
主

体
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
は「
学
校
」と
い
う
場
で

学
ぶ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、w

ith

コ
ロ
ナ
時
代
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
こ
そ
効
果
的
な
学
び
と
、
学

校
と
い
う
リ
ア
ル
な
場
で
こ
そ
効
果
的
な
学
び
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
習
環
境
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

◇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い
教
育
様
式
に

対
応
で
き
る
教
員
の
養
成

　

教
員
の
役
割
が
コ
ー
チ
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役

へ
と
変
化
す
る
な
か
で
、
教
員
養
成
課
程
を
見
直
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
法
の
必
修
化
等
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
教
員
が
教
育
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
他
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
・
分
担
す
る
体
制
整
備
や
外
部

人
材
・
専
門
家
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
学
校
の
臨
時
休
校
の
長
期
化
へ
の
対
応
の

選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
、
政
府
・
与
党
が
一
時
検
討

し
て
い
た
９
月
入
学
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
生
じ
た
教
育
現
場

の
課
題
が
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
初
等
中
等
教
育
開
始
年
齢
の
遅
れ
は
国
民
全
体
の

教
育
水
準
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
も
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
い
て
は
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
し
て
い
る
。

大
学
入
試
改
革
に
つ
い
て

　

高
校
教
育
お
よ
び
大
学
教
育
の
質
向
上
を
図
る
う

え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
大
学
入
試
改
革
に
つ
い

て
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
実
施
予
定
の
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」
と
各
大
学
が
実
施
す
る
個
別
入
試
と

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
個
別
入
試
で

は
数
学
の
試
験
や
記
述
式
問
題
を
課
す
と
と
も
に
、

英
語
４
技
能
を
測
定
す
る
民
間
英
語
資
格
・
検
定
試

験
の
活
用
を
大
学
入
試
に
早
急
に
導
入
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

w
ith

コ
ロ
ナ
時
代
に
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
と
学
校
で

の
対
面
形
式
の
教
育
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
習
環

境
を
構
築
し
、Society 5.0

に
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
経
団
連
は
、
個
別
企
業
に
対
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
提
供
、
企

業
人
の
学
校
現
場
へ
の
派
遣
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、

国
・
自
治
体
に
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
・
ヒ
ト
の
三
位

一
体
で
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
迅
速
に
進
め
る
こ
と
を

求
め
て
い
く
。

　

今
回
の
「
第
一
次
提
言
」
に
続
き
、
中
長
期
の
課

題
に
つ
い
て
は
２
０
２
０
年
秋
以
降
に
「
第
二
次
提

言
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

現状の教育 Society 5.0の教育

教師が一律のペースで一斉に指
導する教育
【落ちこぼれ、浮きこぼれ（注）を生みやすい土壌】

ICTやEdTechを活用した児童・
生徒の理解度に応じた個別最適
な学習

教育現場は学校に限定。個人の
学習履歴が学校、家庭、学習塾
の間で分断されている

オンラインにより、全国で学校
と家庭・学習塾などが機動的に
連携し、質の高い教育を提供

児童・生徒は受け身の姿勢で授
業に臨む

探究型学習により「主体的・対話
的で深い学び」を実現

児童・生徒・学生の間は勉強する
が、社会人になると勉強しない

社会人が大学等でいつでも学び
直せるリカレント教育が充実

（注） 「浮きこぼれ」とは、生まれながらにして高い知能を有していたり、通塾などによって高い学力を身に付けたり、もともと学
習意欲が高かったりする、極めて優秀な児童生徒が、通常の学校の授業内容に物足りなさや疎外感を持ったり、実際に他の
生徒から疎外されたりすること

【経団連「EdTechを活用したSociety 5.0時代の学び」（2020年３月17日）等を基に経団連事務局にて作成】

図表　Society�5.0における教育の方向性
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